




　気管支喘息が難治化する要因としては,気道過敏性に関わる各種 receptor の

問題が最も重要なものと考えられる。しかしアレルギーの場に限れば,食事抗

原の関与とか,遅発型ないし遅延型アレルギーの関与の問題が通常の抗喘息剤

によって contro1 し難い気管支喘息の発生を促すことが考えられる。一方,通

常,健康児においても,頻回に接触する exogeneous な common antigen に対して

少量の抗体産生が検出される例が多いことは既に Good らの示唆するところで

ある。


